
　はじめに

　コナラ（Quercus serrata）は日本列島の暖温帯から冷
温帯下部にかけての広範囲に出現する二次林の代表的な
樹種である（伊藤・川里 1978）．島根県にもコナラが優
占する二次林が広く分布し，島根県のコナラ二次林は中
国地方を中心に分布しているアベマキ－コナラ群集に分
類されている（鈴木 2001）．
　コナラ二次林は主に燃料などとして利用されるため
定期的に伐採されてきたが，燃料革命以降は多くが放
置され，伐採されないまま大径化，高齢化が進んでい
る（独立行政法人森林総合研究所関西支所 2007）．さら
に 1980 年以降，本州日本海側の地域ではカシノナガキ
クイムシ（Platypus quercivorus，以下，カシナガ）の加
害によるナラ類集団枯損（以下，ナラ枯れ）が顕著にな
り（伊藤・山田 1998），コナラもこの被害を受けている．

島根県では 1986 年に益田市美都町で被害が記録され，
その後県西部に被害が拡大した（島根県農林水産部林業
課 2013）．2010 年には島根県のナラ枯れ被害地の拡大
がピークを迎え，2012 年のナラ枯れ被害本数は 2011 年
の 54％に減少したが，被害地は県の東部に拡大してい
る．
　コナラ二次林に関する研究は，萌芽による更新（浅
川 1939，橋詰 1985ab，片桐 1986）や天然下種更新
（橋詰・勝又 1985，長谷川 1986，橋詰 1987， Matsuda 

1989）を目的として，または植生の群落体系（鈴
木 2001）を目的として多く行われてきたが，その多く
はコナラが利用されていた時代や利用の低下が懸念さ
れていた時代のものである．近年では，ナラ枯れの拡
大を受け，カシナガの穿入に対するコナラの反応に関
する報告がされているが（小林・柴田 2001，小林・上
田 2002），ナラ枯れが発生している二次林の齢構成や，
大径化するまでのコナラの成長過程に関する報告は少な
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い（小見山 1989，石田 1996）．
　島根大学の三瓶演習林獅子谷団地にはコナラ二次林が
広範囲に分布しているが，2009 年からコナラやアベマ
キ（Quercus variabilis），クリ（Castanea crenata），クヌ
ギ（Quercus acutissima）のナラ枯れによる枯死が確認
され，現在も進行している．島根県では現在もコナラが
重要な木材資源として利用されている地域が多いが，本
演習林は利用が停止して 50 年近くを経ていることから，
遷移が進んだ状態にあるコナラ二次林がどのような森林
構造になるのか，コナラがどのように成長し枯死するの
かを把握するのに適した森林である．そこで本演習林の
コナラ二次林で，優占種であるコナラがどのような樹齢
構成や直径成長をしているのかを報告する．

調査地および調査方法

調査地
　調査地は島根大学生物資源科学部附属生物資源教育研
究センター三瓶演習林獅子谷団地である（図 1）．本演
習林は三瓶山の北東，標高 290～642mに位置し，樹高
約 20mのコナラを主体とする落葉広葉樹が優占する二
次林となっている．コナラの他に高木種ではイヌシデ
（Carpinus tschonoskii）やアカシデ（Carpinus laxiflora），
亜高木種ではハクウンボク（Styrax obassia），低木種で
はアセビ（Pieris japonica）などの個体数が多い．林床
はチュウゴクザサ（Sasa veitchii）が高密度で優占して
いる．
　三瓶演習林の事務所に設置した雨量計の 2003 年から
2010 年の観測によると年平均降水量は 2,079mm，2002

年から 2010 年（ただし，2007 年と 2009 年を除く）の
年平均気温は 13℃，暖かさの指数は 104℃・月，寒さ
の指数は－5.7℃・月で暖温帯に位置する．調査地近隣
の気象観測地点である赤名のアメダスデータによると
（http://www.jma.go.jp/jma/index.html，2016 年 1 月 参
照），1982 年から 2010 年の年平均最深積雪は 75cmで
あった．
　三瓶演習林獅子谷団地の土地は，1963 年と 1964 年に
島根大学が購入した（島根農科大学 1966）．出雲奥部地
方は古くからたたら事業が盛んに行われ，本演習林の土
地を含む山林の多くはこの精錬用の木炭に利用されてき
た．しかし明治維新後，洋鉄が輸入されるようになり，
たたら事業は衰退した．1960 年頃からは広葉樹パルプ
需要が増大し，利用径級に達した広葉樹が主に皆伐され
た．このため購入当時の本演習林の土地はほとんどが落
葉広葉樹林の伐採跡地で，一部は 20 年生内外の落葉広
葉樹林であった．演習林として購入されてからは，針葉
樹人工林として植栽された場所を除いては，人為的管理
はほとんど行われていない．このため現在みられる落葉
広葉樹林は利用停止後に天然更新により成立した二次林
であり，演習林として購入された頃に更新したとする
と，樹齢約 50 年の個体が林冠を構成していることが予
想される．
調査方法
　主要な林冠構成種であるコナラの樹齢構成および成長
過程を明らかにするため，2014 年の 1 月から 4 月に林
道および遊歩道沿いで，2013 年以前にナラ枯れによっ
て枯死したコナラ（以下，枯死木）を 25 個体とナラ枯
れによる被害を受けていないコナラ（以下，健全木）を
10 個体，合計 35 個体を伐採した．林道は幅約 3.5m，
遊歩道は幅約 1～2.5mで林冠は閉鎖している．伐採の
高さは根元から 30～50cm（ただし，山側の高さ）とし，
切株の直径階が異なる個体を含むように伐採木を選定し
た．伐採後に，個体ごとに切株の断面で年輪数を数え，
樹齢を求めた．さらに年輪幅を 5年間隔で測定し，各個
体の年輪幅の成長の変化を調べた．年輪幅は，切株断面
の長辺と短辺の合計 4ヶ所の半径において測定し，平均
を出した．判読できない箇所がある場合は，4ヶ所の中
で判読が可能な箇所のみを測定して平均を出した．

結　　果

コナラの齢構成
　伐採した 35 個体のコナラの樹齢と直径の関係を図 2

図１　調査地位置図
　　　実線は林道，点線は遊歩道，●は伐採された

コナラの位置を表す．
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に示した．切株の 4ヶ所の半径の平均値を 2 倍した値
を直径とした．このため，ここでは山側での伐採高
30～50cmの切株直径を個体の直径として扱った．伐
採時に直径の異なる個体を選定したため，切株直径は
16.7～62.4cmまで差があったが，樹齢は 51～75 年と差
が小さかった．最小の切株直径 16.7cmの個体は樹齢 57
年，最大の切株直径 62.4cmの個体は樹齢 73 年であっ
た．枯死木と健全木の平均切株直径±標準偏差はそれ
ぞれ 42.6±9.9cm，33.9±12.5cm，平均樹齢±標準偏差
はそれぞれ 67.8±4.7 年，59.3±3.8 年であった．枯死
木と健全木で切株直径に有意差はなかったが（t検定，
p＝ 0.071），樹齢は枯死木が健全木より有意に高かった
（t検定，p＜ 0.001）．
コナラの直径成長
　個体ごとに年輪幅の成長量を調べた結果，個体によっ
て異なる成長過程を示した（図 3）．樹齢が最も高い 75
年の個体は 2個体あったが，一個体は発生直後から成長
量が小さく，別の一個体は伐採の約 30 年前から成長量
が低下した．樹齢約 70 年の個体は，伐採より 30～40 年
前から成長量が減少する個体が多く，樹齢 60 年代の個
体がそれらよりも大きく成長した．健全木，枯死木とも
に伐採年まで成長を続ける個体もあれば，はやくから成
長量が小さくなる個体もあった．
　切株直径 30cm未満（樹齢 51～65 年），30～40cm（樹
齢 58～75 年），40～50cm（樹齢 62～71 年），50cm以上
（樹齢 62～75 年）に分類して，各個体の 5年毎の年輪幅
の変動を図 4に示した．5年間の年輪幅の最大は 7.5cm

（切株直径 50cmの個体の 40～45 年前の年輪幅），最小
は 0.5cm（切株直径 25cmの個体の 0～5 年前の年輪幅）
であった．切株直径 30cm未満の個体の 5年毎の年輪幅

図２　コナラの樹齢と切株直径の関係

図３　コナラの成長過程

図 4　コナラの 5年毎の年輪幅の変動
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はほとんどが 4cm未満であったが，年による差が大き
く，伐採より約 30 年前から年輪幅が減少している傾向
があった（図 4a）．一方，切株直径 30cm以上の個体は，
緩やかなピークを持って伐採年まで成長量を維持してい
る個体が多かった（図 4bcd）．健全木と枯死木で伐採年
の直前（つまりナラ枯れの発生前）の年輪幅の成長に特
別な傾向はみられなかった．

考　　察

　島根大学三瓶演習林において，35 個体のコナラの樹
齢を調べた結果，直径は 16.7～62.4cmまで差があった
が，樹齢は 51～75 年と差が小さかった（図 2）．本演習
林は 1963 年と 1964 年（伐採年より 50 年前と 51 年前）
に購入されたことから，現在のコナラ二次林は，当時利
用径級に達していないため伐採されなかった個体（島根
農科大学 1966）や購入時に更新した個体により構成さ
れていると考えられた．コナラのサイズの違いに対して
樹齢が類似していることは他の二次林でも報告されてい
る．富山県のコナラ―アカマツ二次林では，コナラの樹
高は 4～15mほどの幅があるのに対して樹齢は 40～50
年前後にまとまっており（石田 1996），秋田県の 40 年
生のコナラ二次林では，直径が 4cmから 20cm以上の
個体があるものの，樹齢は 5年ほどの違いしかないこと
が報告されている（舟山 1953）．このため，コナラは陽
樹であると考えられているが，一方で長く下層でも被圧
に耐えて生育することが指摘されている（舟山 1953）．
本調査結果でも，切株直径 20cmほどで樹齢 60 年に近
い個体もあり（図 2），小さい年輪幅の成長を維持して
生育していた（図 3，4）．
　調査対象としたコナラの多くは，伐採年より約 30 年
前から年輪幅の成長が減少傾向にあるものの，樹齢 70
年近くの切株直径 50cm以上の個体でも伐採年まで成長
を続けている個体が多かった（図 3，4）．40 年生のコナ
ラの 1年毎の年輪解析の結果では，胸高直径 20cm以上
の個体は樹齢 40年でも成長量を維持し，胸高直径 20cm

以下の個体は樹齢 30 年頃から成長量が減少することが
報告されている（舟山 1953）．本結果でも，5年毎の年
輪幅の成長量は切株直径の小さな個体より大きな個体で
伐採年まで高い値で推移する傾向があった（図 4）．た
だし，これまで成長量の小さかった個体が，周囲の林冠
木が枯死した場合に今後どのような成長を示すのかは明
らかにできない．
　本調査対象の 35 個体では，ナラ枯れによる枯死は直

径の大きな個体に多い傾向があるものの，さらに樹齢の
高い個体の方がナラ枯れによる枯死被害を受けていた
（図 3）．他の調査地でも，直径の大きな個体の方がカシ
ナガの穿入を受けやすいことは報告されており（小林・
柴田 2001），さらに穿入を受けた個体の中では，樹齢の
高い個体の方が枯死しやすいものと考えられた．また，
年輪幅の成長を続けている個体もナラ枯れによって枯死
していたことから（図 3，4），枯死に至る外的な要因が
発生しない場合，本調査地のコナラはさらに成長を続け
た可能性がある．

ま と め

　2009 年からナラ枯れが進行している本演習林のコナ
ラ二次林は，50～70 年前に更新したコナラが林冠を構
成していた．樹齢約 70 年，直径 50cm以上の個体でも
直径成長を続けている個体が多く，ナラ枯れが発生しな
ければコナラ二次林が今後も維持される可能性はあっ
た．しかし高齢の個体から枯死が進行しており，高齢の
個体は直径成長の能力はあるものの，カシナガの穿入に
対する耐性は低いものと考えられた．ナラ枯れの発生に
より，これまで安定していたコナラ二次林は大規模な撹
乱を伴うこととなり，今後は森林構造および種構成の変
化が予想される．コナラはカシナガの穿入により夏に葉
が褐変しても，その後多くの枝が枯死しながらも衰弱し
た状態で生存する個体も多く（小林・柴田 2001，小林・
上田 2002），本調査地でもこうした個体が多く確認され
ている．このため，ナラ枯れを免れた若齢個体や衰弱木
がどのように成長，生存していくのかによって，今後の
森林構造や種組成は複雑になると考えられる．
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